
 

お客さま各位 

株式会社名古屋銀行 

 

「 全銀 EDI システム（ZEDI）」ｻｰﾋﾞｽ取扱開始のお知らせ 

  

平素は、名古屋ビジネスダイレクトをご利用いただき誠にありがとうございます。 

名古屋ビジネスダイレクトにおいて、2018 年 12 月 25 日より全国銀行協会および全国銀行資金決済ネットワークによる

「全銀 EDI システム（以下、ZEDI）」を取扱開始しましたのでお知らせします。 

 

 

 

ZEDI とは、総合振込(*1)において、さまざまな情報（支払通知番号、請求書番号など）を受取企業に送信する 

ことを可能にするシステムです。 

これまでは、総合振込の際に送信できる「EDI 情報」（支払企業から受取企業に伝達するメッセージ）は、固定 

長形式(*2)で 20 桁までという制限がありましたが、XML ファイル形式（*3）の EDI 情報欄には、請求書番号等 

の商取引に関する情報（商流情報）を添付することが可能となり、これによって受取企業側での売掛金の消込 

作業が効率化され、事務負担の軽減が期待されます。 

 

なお、従来の「全銀ファイル形式（固定長形式）」による総合振込・取引通知も引き続きご利用いただけます。 

 

*1【総合振込】多数の振込を一括して実行できるｻｰﾋﾞｽ。 

*2【固定長形式】電文の長さや情報量が予め定められた電文形式。 

*3【XML 形式】電文の長さ等を柔軟に設定することが可能な電文形式。 

 

ZEDIに関する詳細は、全国銀行協会のホームページをご参照ください 

 

 

 

   ZEDI を利用し XML ファイル形式にて振込情報の送受信ご利用頂くためには、振込データ送信側は「総合振込」、 

振込データ受信側は「入出金明細照会又は振込入金明細照会（ﾃﾞｰﾀ伝送）」のｻｰﾋﾞｽ利用が必要です。 

支払側 

（送信側） 

資金移動 （ｱﾝｻｰ） ZEDI 利用不可× 

総合振込 （ﾃﾞｰﾀ伝送) ZEDI 利用可○ 

受取側 

（受信側） 

入出金明細照会 （ｱﾝｻｰ） ZEDI 利用不可× 

入出金明細照会   （ﾃﾞｰﾀ伝送） 

振込入金明細照会  （ﾃﾞｰﾀ伝送） 
ZEDI 利用可○ 

 

 

  

支払側（送信側） 

 ｻｰﾋﾞｽ時間外 

総合振込 データ伝送可能時間帯 

（ 8：00 ～ 18：00 ） 
     ｻｰﾋﾞｽ時間外  

受取側（受信側） 
入出金/振込入金明細データ取得可能時間帯 

（ 8：00 ～ 19：00 ） 
ｻｰﾋﾞｽ時間外  

ZEDIをご利用頂くには 

ZEDI とは… 

ZEDI ｻｰﾋﾞｽ利用時間 

0：00 8：00 18：00 19：00 24：00 
| | | | | 

銀行営業日 

https://www.zenginkyo.or.jp/abstract/efforts/smooth/xml/


 

1.ＥＤＩデータ(ＸＭＬ形式ファイル）送信手順 

ＥＤＩ情報が付加されたＸＭＬファイルを総合振込で送信するには『ファイル受付機能（ﾌｧｲﾙｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ）』を利用します。 

 

  XML ファイルについて、専用ソフトや EDI クラウドサービスでの作成のほか（社）全国銀行資金決済ネットワーク 

が提供する『Ｓ-ZEDI（簡易 XML ﾌｧｲﾙ作成機能）』にてデータ作成が可能です。 

（社）全国銀行資金決済ネットワークの関連サイトをご参照ください 

掲載ページ ⇒ 【① Ｓ-ZEDIチラシ】  【② Ｓ-ZEDI 利用ガイド】 【③ Ｓ-ZEDI 専用サイト】 

インターネットバンキング『総合振込』操作画面サンプル  

～ ＸＭＬファイルアップロード例 ～ 

 

https://www.zengin-net.jp/zedi/pdf/s-zedi_info.pdf
https://www.zengin-net.jp/zedi/pdf/s-zedi_guidance.pdf
https://www.simple.zedi.jp/


 

2.ＥＤＩデータ(ＸＭＬ形式ファイル）受信手順 

振込情報に付加されたＥＤＩ情報を取得する為には『入出金明細照会/振込入金明細照会（データ伝送）』が必要です。 

 

インターネットバンキング『入出金明細照会』操作画面サンプル 

    ～ ＸＭＬファイルダウンロード例 ～ 

 

 


